
こ
の
度
、
多
く
の
篤
志
家

よ
り
高
額
の
奉
納
が
あ
り

ま
し
た
。
五
十
万
円
以
上

奉
納
の
方
に
限
り
、
ご
芳

名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
改
め
て
感
謝
の
意
を

表
し
ま
す
。

全
祭
神

有
光
　
桂
子
殿

	

︵
兵 

庫 

県
︶

荒
岡
　
忠
利
殿

	

︵
東 

京 

都
︶

下
川
　
幹
雄
殿

	

︵
福 

岡 

県
︶

松
本
佳
代
子
殿

	

︵
大 

阪 

府
︶

　
内
藤
　
隆
弘
殿

	

︵
神
奈
川
県
︶

高  

額  

奉  

納

一
月
の
献
華

献
華
協
會
会
員
に
よ
る
一
月

の
献
華
は
次
の
社
中
の
方
々

で
す
。

花
舒
の
会	

山
口
　
紅
順

池
坊
（
千
心
会
支
部
）

	

木
村
　
翆
芳

嵯
峨
御
流

な
お
、
十
二
月
三
十
日
か

ら
一
月
六
日
ま
で
の
期
間

は
、
各
流
派
代
表
に
よ
る

「
新
年
特
別
献
華
展
」
が
催

さ
れ
ま
す
。

〒
一
〇
二
─
八
二
四
六

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北

三
丁
目
一
番
一
号

靖
國
神
社
社
務
所

献
詠
歌
又
は献

詠
句
係

 

振
替
口
座

 

〇
〇
一
九
〇
─

一
─
四
六
七
一
〇 

お
申
し
込
み
・お問

い
合
わ
せ
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靖
國
神
社
で
は
、
祖
国
の
平
和
と
繁
栄
を
願
い
、
命
を
捧
げ
ら
れ
た「
み
た
ま
」を
お
慰
め
申
し

上
げ
る
為
、
毎
年
広
く
各
方
面
に
呼
び
か
け
、
献
詠
歌
・
献
詠
句
を
募
集
致
し
て
お
り
ま
す
。

何
卒
皆
様
か
ら
の
献
詠
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

献
詠
句
要
綱

献
詠
歌
要
綱

令
和
五
年

『
献
詠
歌
集
』

『
献
詠
句
集
』刊
行

特
別
献
詠
を
始
め
、
応
募
の

献
詠
を
す
べ
て
採
録
し
、
そ

れ
ぞ
れ
十
一
月
に
刊
行
予

定
。
御
希
望
の
方
は
初
穂
料

各
二
五
〇
〇
円
を
お
納
め
下

さ
い
。

令
和
五
年
「
献
詠
歌
」「
献
詠
句
」
募
集

和
歌
・
俳
句
で
〝
み
た
ま
〟
を
奉
慰

一
、受
付
期
間

四
月
二
十
日（
必
着
）

（
記
入
例
）

（
記
入
例
）

一
、献
句
要
領

一
人
各
季
一
句
、通
季

五
句
と
し
て
献
句
す
る
。

（
新
年・
春
季・
夏
季・

秋
季・冬
季
各
一
句
計

五
句
）未
発
表
の
句
で

あ
る
こ
と
。半
紙
を
二

つ
折
り
に
し
て
、記
入

例
に
則
し
て
作
成
。（
句

と
氏
名・
雅
号
に
は
ふ

り
が
な
）計
五
枚
。

一
、兼 

題 

新
年  

春
季  

夏
季  

秋
季  

冬
季
　

各
一
句
　
計
五
句 

一
、選 

者 

片
山
由
美
子
　
鈴
木
貞
雄
　

宮
坂
静
生
　
井
上
康
明

稲
畑
葊
太
郎

一
、預 

選 

句

各
季
二
十
句
と
し
計
百
句

を
大
雪
洞
に
清
書
し
、み

た
ま
祭
期
間
中
社
頭
に
掲

揚
す
る
と
共
に
、預
選
状

を
呈
す
る
。

　
○
季

○
○
○
○
○
○

〒
住
所靖や

す

國く
に

花は
な

子こ

（半紙は横長に使用）

（
雅
号
）

電
話
番
号

一
、選 

者
三
枝
昻
之
　

森
山
晴
美

藤
原
龍
一
郎
　

秋
山
佐
和
子

一
、預 
選 
歌
・
次 

点 

歌

各
二
十
首
。入
選
者
は
披

講
式
に
ご
案
内
し
、賞
状
を

呈
す
る
。

一
、披 

講 

式

六
月
二
十
九
日
　
御
創
立
記
念
日

午
後
二
時
〜
三
時
　

於 

拝
殿

一
、受
付
期
間

四
月
二
十
日（
必
着
）

一
、兼 

題
　「
野
」

一
、献
歌
要
領

一
人
一
首
と
し
、半

紙
を
二
つ
折
り
に
し

て
、記
入
例
に
則
し
て

作
成
。歌
及
び
氏
名

に
は
ふ
り
が
な
を
ふ

る
。歌
に
は
兼
題
を
含

め
、造
語
・
当
て
字
は

不
可
と
す
る
。未
発

表
の
歌
に
限
る
。

　
野
　
　
　
太
郎
上

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

〒
住
所靖や

す

國く
に

太た

郎ろ
う

（半紙は横長に使用）

年
齢
・
電
話
番
号



登録番号（宛名右下の7桁数字）

〒

（

‐

‐

）
【事務局記載欄】

　　月 　　　日　受付

ＡＣ０３

歌
及
び
氏
名
に
は

、
ふ
り
が
な
を
お
付
け
下
さ
い

。

※
半
紙
と
原
稿
用
紙
へ
は

、
同
一
の
和
歌
を
記
載
願
い
ま
す

。

尚

、
ご
神
前
に
お
供
え
す
る

「
歌

」
は
従
来
通
り
半
紙
に
墨
書
し
て
下
さ
い

。

受付番号【事務局記載欄】

郵便番号

住所

氏
名

年齢

こ
の
用
紙
は
献
詠
歌
集
編
纂
の
原
稿
に
な
り
ま
す
の
で
楷
書
で
御
記
入
下
さ
い

。

ふ
り
が
な

電
話
番
号



       

※ 

こ
の
用
紙
は
句
集
の
原
稿
に
な
り
ま
す
の
で 

楷 

書 

で
記
入
し
て
下
さ
い
。          

          

尚
、
神
前
に
御
供
え
す
る
句
は
半
紙
に
各
季
一
句
ず
つ
（
計
五
枚
）
浄
書
し
、
必
ず
お
送
り
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

登
録
番
号
・
宛
名
右
下
の
七
桁
数
字 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

 

  

号          

所 
 

 
 

県      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

名 

  

番  
 

 
 

 
 

 
 

 
府       

 
 

 
                                                   

 
 

 

  

付          

住 
 

 
 

道 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

氏 
 

 
 

  

受                

〒 

都      
 

 
 

（
電
話         ―

           ―
          

）       

（
号 

 
 

 
 

） 

ふ
り
が
な 

  

新

年 
 

 

       ふ
り
が
な 

 

春

季  
 

 

 

ふ
り
が
な 

 

夏

季 
 

 
    

ふ
り
が
な 

秋

季  
 

 

    

ふ
り
が
な 

 

冬

季  
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